
財務諸表に対する注記（法人全体用） 

 

１ 継続事業の前提に関する注記 

 該当なし 

 

２ 重要な会計方針 

 (1)有価証券の評価基準及び評価方法 

  ・満期保有目的の債券等―移動平均法による原価法 

  ・上記以外の有価証券で時価のあるもの―決算日の市場価格に基づく時価法  

 (2)固定資産の減価償却の方法 

  ・平成 19 年 3 月 31 日以前に取得したものについては旧定額法、平成 19 年 4 月 1 日

以降に取得したものについては定額法。 

 (3)引当金の計上基準 

・退職給付引当金   兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度規程により計算し

た退職給付引当金を計上している。 

  ・賞与引当金     職員に対する賞与の支給に備えるため支給見込額のうち、当期

に帰属する額を計上している。 

 (4)消費税等の会計処理 

  ・消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

３ 重要な会計方針の変更 

   該当なし 

 

４ 法人で採用する退職給付制度 

(1)社会福祉施設職員等退職手当共済制度 

   独立行政法人福祉医療機構の実施する社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入し

ている。 

(2)民間退職共済制度 

  兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度に加入している。 

 

５ 法人が作成する財務諸表等と拠点区分、サービス区分 

 当法人の作成する財務諸表は以下のとおりになっている。 

 (1)法人全体の財務諸表（第 1 号の 1 様式、第 2 号の 1 様式、第 3 号の 1 様式） 

(2)事業区分別内訳表（第 1 号の 2 様式、第 2 号の 2 様式、第 3 号の 2 様式） 

(3)社会福祉事業における拠点区分別内訳表（第 1 号の 3 様式、第 2 号の 3 様式、第 3 号

の 3 様式） 



(4)公益事業における拠点区分別内訳表（第 1 号の 3 様式、第 2 号の 3 様式、第 3 号の 3

様式） 

(5)収益事業における拠点区分別内訳表（第 1 号の 3 様式、第 2 号の 3 様式、第 3 号の 3

様式） 

 当法人では、収益事業を実施していないため作成していない。 

(6)各拠点区分におけるサービス区分の内容 

 ① 法人本部拠点区分（社会福祉事業） 

 ② 「はりま自立の家」拠点区分（社会福祉事業） 

    ア 障害福祉サービス事業 施設入所支援「はりま自立の家」 

    イ 障害福祉サービス事業 生活介護「はりま自立の家」 

   ウ 障害福祉サービス事業 短期入所「はりま自立の家」 

    エ 地域生活支援事業 日中一時支援「はりま自立の家」 

    オ 地域生活支援事業 重度障害児者入院時コミュニケーション支援「はりま自

立の家」 

    カ 地域生活支援事業 移動支援「はりま自立の家」  

    キ 障害福祉サービス事業 居宅介護・重度訪問介護「はりま自立の家」 

    ク 障害福祉サービス事業 福祉ホーム「ローズハウスはりま」 

    ケ 障害児通所支援事業 児童発達支援・放課後等デイサービス「はりま自立の家

児童デイサービス」 

    コ 「はりま自立の家診療所」 

③ 「はんしん自立の家」拠点区分 

ア 障害福祉サービス事業 施設入所支援「はんしん自立の家」 

    イ 障害福祉サービス事業 生活介護「はんしん自立の家」 

   ウ 障害福祉サービス事業 短期入所「はんしん自立の家」 

    エ 地域生活支援事業 日中一時支援「はんしん自立の家」 

    オ 「はんしん自立の家診療所」 

④ 「しそう自立の家」拠点区分 

     ア 障害福祉サービス事業 施設入所支援「しそう自立の家」 

   イ 障害福祉サービス事業 生活介護「しそう自立の家」 

ウ 障害福祉サービス事業 短期入所「しそう自立の家」 

    エ 地域生活支援事業 日中一時支援「しそう自立の家」  

    オ 障害福祉サービス事業 共同生活援助「楽」（現在休止中） 

 

公益事業 

① トラファルガー・スクウェア拠点区分 

      小規模作業所「トラファルガー・スクウェア」 



 

６ 基本財産の増減の内容及び金額 

 基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。 

（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 土地「はりま自立の家」 16,880,000 0 0 16,880,000

 土地「しそう自立の家」 0 31,658,374 0 31,658,374

 建物「はりま自立の家」 188,227,179 0 13,290,891 174,936,288

 建物「はんしん自立の家」 258,563,490 0 12,294,135 246,269,355

 建物「しそう自立の家」（波賀町） 302,838,836 0 10,627,116 292,211,720

 建物「しそう自立の家」（山崎町） 0 947,125,393 51,713,496 895,411,897

 建物「ローズハウスはりま」 59,040,652 1,397,429 4,838,437 55,599,644

 預金 1,000,000 0 0 1,000,000

 株式 120,600,000 18,600,000 0 139,200,000

合　計 947,150,157 998,781,196 92,764,075 1,853,167,278
 

土地「しそう自立の家」31,658,374 円および建物「しそう自立の家」（山崎町）895,411,720 円は、

今年度、法人本部のその他の固定資産から「しそう自立の家」の基本財産に振り替えた。 

 

７ 会計基準第３章第４（４）及び（６）の規定による基本金又は国庫補助金等特別積立金

の取崩し 

該当なし 

 

８ 担保に供している資産 

 担保に供されている資産は以下のとおりである。 

 土地 48,538,374 円 

建物 1,070,348,185 円 

計 1,118,886,559 円 

 

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。 

 設備資金借入金 104,892,000 円 

計 104,892,000 円 

 

 

 

 



９ 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

 土地（基本財産） 48,538,374 0 48,538,374

 建物（基本財産） 3,213,169,652 1,548,740,748 1,664,428,904

 土地（その他の固定資産） 16,501,441 0 16,501,441

 建物（その他の固定資産） 105,797,250 42,054,395 63,742,855

 構築物 120,081,429 15,601,468 104,479,961

 機械及び装置 1,200,000 1,199,999 1

 車両運搬具 47,311,322 44,021,380 3,289,942

 器具及び備品 288,152,721 217,606,720 70,546,001

合　計 3,840,752,189 1,869,224,710 1,971,527,479
 

１０ 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

該当なし 

 

１１ 満期保有目的債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

該当なし 

 

１２ 関連当事者との取引の内容 

該当なし 

 

１３ 重要な偶発債務 

 該当なし 

 

１４ 重要な後発事象 

 該当なし 

 

１５ その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産

の状態を明らかにするために必要な書類 

 

 

 

 

 

 



財務諸表に対する注記（本部 拠点区分） 

 

１ 重要な会計方針 

 (1)有価証券の評価基準及び評価方法 

  ・満期保有目的の債券等―移動平均法による原価法 

  ・上記以外の有価証券で時価のあるもの―決算日の市場価格に基づく時価法  

 (2) 固定資産の減価償却の方法 

  ・平成 19 年 3 月 31 日以前に取得したものについては旧定額法、平成 19 年 4 月 1 日

以降に取得したものについては定額法。 

 (3) 引当金の計上基準 

  ・退職給付引当金   兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度規程により計算し

た退職給付引当金を計上している。 

  ・賞与引当金    職員に対する賞与の支給に備えるため支給見込額のうち、当期に

帰属する額を計上している。 

 (4) 消費税等の会計処理 

  ・消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

２ 重要な会計方針の変更 

  該当なし 

 

３ 法人で採用する退職給付制度 

(1) 社会福祉施設職員等退職手当共済制度 

   独立行政法人福祉医療機構の実施する社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入し

ている。 

(2) 民間退職共済制度 

  兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度に加入している。 

 

４ 拠点が作成する財務諸表等とサービス区分 

 当拠点の作成する財務諸表は以下のとおりになっている。 

 (1)拠点区分の財務諸表（第 1 号の 4 様式、第 2 号の 4 様式、第 3 号の 4 様式） 

(2)拠点区分におけるサービス区分の内容 

 ア 法人本部 

   

５ 基本財産の増減の内容及び金額 

 基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。 



（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 預金 1,000,000 0 0 1,000,000

 株式 120,600,000 18,600,000 0 139,200,000

合　計 121,600,000 18,600,000 0 140,200,000
 

６ 会計基準第３章第４（４）及び（６）の規定による基本金又は国庫補助金等特別積立金

の取崩し 

 該当なし 

 

７ 担保に供している資産 

 該当なし 

 

８ 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

 土地（その他の固定資産） 16,501,441 0 16,501,441

 建物（その他の固定資産） 105,797,250 42,054,395 63,742,855

 車両運搬具 547,444 547,443 1

 器具及び備品 672,670 620,251 52,419

合　計 123,518,805 43,222,089 80,296,716
 

９ 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

該当なし 

１０ 満期保有目的債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

該当なし 

１１ 重要な後発事象 

   該当なし 

１２ その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産

の状態を明らかにするために必要な書類 

 該当なし 

 

 

 

 

 



財務諸表に対する注記（はりま自立の家 拠点区分） 

 

１、重要な会計方針 

 (1)固定資産の減価償却の方法 

  ・平成 19 年 3 月 31 日以前に取得したものについては旧定額法、平成 19 年 4 月 1 日

以降に取得したものについては定額法。 

 (2)引当金の計上基準 

  ・退職給付引当金  兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度規程により計算した

退職給付引当金を計上している。 

  ・賞与引当金   職員に対する賞与の支給に備えるため支給見込額のうち、当期に帰

属する額を計上している。 

 (3)消費税等の会計処理 

  ・消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

２ 重要な会計方針の変更 

  該当なし 

 

３ 法人で採用する退職給付制度 

(1) 社会福祉施設職員等退職手当共済制度 

   独立行政法人福祉医療機構の実施する社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入し

ている。 

(2) 民間退職共済制度 

  兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度に加入している。 

 

４ 拠点が作成する財務諸表等とサービス区分 

 当拠点の作成する財務諸表は以下のとおりになっている。 

 (1)拠点区分の財務諸表（第 1 号の 4 様式、第 2 号の 4 様式、第 3 号の 4 様式） 

(2)拠点区分におけるサービス区分の内容 

  ア 障害福祉サービス事業 施設入所支援「はりま自立の家」 

  イ 障害福祉サービス事業 生活介護「はりま自立の家」 

   ウ 障害福祉サービス事業 短期入所「はりま自立の家」 

   エ 地域生活支援事業 日中一時支援「はりま自立の家」 

   オ 地域生活支援事業 重度障害児者入院時コミュニケーション支援「はりま自立 

の家」 

   カ 地域生活支援事業 移動支援「はりま自立の家」  

   キ 障害福祉サービス事業 居宅介護・重度訪問介護「はりま自立の家」 



   ク 障害福祉サービス事業 福祉ホーム「ローズハウスはりま」 

   ケ 障害児通所支援事業 児童発達支援・放課後等デイサービス「はりま自立の家児

童デイサービス」 

   コ 「はりま自立の家診療所」 

 

５ 基本財産の増減の内容及び金額 

 基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。 

（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 土地 16,880,000 0 0 16,880,000

 建物「はりま自立の家」 188,227,179 0 13,290,891 174,936,288

 建物「ローズハウスはりま」 59,040,652 1,397,429 4,838,437 55,599,644

合　計 264,147,831 1,397,429 18,129,328 247,415,932
 

６ 会計基準第３章第４（４）及び（６）の規定による基本金又は国庫補助金等特別積立金

の取崩し 

 該当なし 

 

７ 担保に供している資産 

 担保に供されている資産は以下のとおりである。 

 土地（基本財産） 16,880,000 円 

 建物（基本財産） 174,936,288 円 

計 191,816,288 円 

 

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。 

 設備資金借入金 8,400,000 円 

計 8,400,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

 土地（基本財産） 16,880,000 0 16,880,000

 建物（基本財産） 894,821,782 664,285,850 230,535,932

 構築物 10,614,688 7,516,074 3,098,614

 車両運搬具 22,396,920 20,207,127 2,189,793

 器具及び備品 104,309,652 88,543,779 15,765,873

合　計 1,049,023,042 780,552,830 268,470,212
 

９ 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

該当なし 

 

１０ 満期保有目的債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

該当なし 

 

１１ 重要な後発事象 

 該当なし 

 

１２ その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産

の状態を明らかにするために必要な書類 

 該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



財務諸表に対する注記（はんしん自立の家 拠点区分） 

 

１、重要な会計方針 

 (1)固定資産の減価償却の方法 

  ・平成 19 年 3 月 31 日以前に取得したものについては旧定額法、平成 19 年 4 月 1 日

以降に取得したものについては定額法。 

 (2)引当金の計上基準 

  ・退職給付引当金  兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度規程により計算した

退職給付引当金を計上している。 

  ・賞与引当金    職員に対する賞与の支給に備えるため支給見込額のうち、当期に 

帰属する額を計上している。 

 (3)消費税等の会計処理 

  ・消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

２ 重要な会計方針の変更 

   該当なし 

 

３ 法人で採用する退職給付制度 

(1) 社会福祉施設職員等退職手当共済制度 

   独立行政法人福祉医療機構の実施する社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入し

ている。 

(2) 民間退職共済制度 

  兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度に加入している。 

 

 

４ 拠点が作成する財務諸表等とサービス区分 

 当拠点の作成する財務諸表は以下のとおりになっている。 

 (1)拠点区分の財務諸表（第 1 号の 4 様式、第 2 号の 4 様式、第 3 号の 4 様式） 

(2)拠点区分におけるサービス区分の内容 

 ア 障害福祉サービス事業 施設入所支援「はんしん自立の家」 

イ 障害福祉サービス事業 生活介護「はんしん自立の家」 

  ウ 障害福祉サービス事業 短期入所「はんしん自立の家」 

  エ 地域生活支援事業 日中一時支援「はんしん自立の家」 

  オ 「はんしん自立の家診療所」 

 

 



５ 基本財産の増減の内容及び金額 

 基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。 

（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 建物「はんしん自立の家」 258,563,490 0 12,294,135 246,269,355

合　計 258,563,490 12,294,135 246,269,355
 

 

６ 会計基準第３章第４（４）及び（６）の規定による基本金又は国庫補助金等特別積立金

の取崩し 

 該当なし 

 

７ 担保に供している資産 

 該当なし 

 

８ 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

 建物（基本財産） 659,604,622 413,335,267 246,269,355

 車両運搬具 8,739,704 8,739,700 4

 器具及び備品 116,915,476 86,286,953 30,628,523

合　計 785,259,802 508,361,920 276,897,882
 

９ 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

該当なし 

 

１０ 満期保有目的債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

該当なし 

 

１１ 重要な後発事象 

 該当なし 

 

１２ その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産

の状態を明らかにするために必要な書類 

 該当なし 

 



財務諸表に対する注記（しそう自立の家 拠点区分） 

 

１ 重要な会計方針 

 (1)固定資産の減価償却の方法 

  ・平成 19 年 3 月 31 日以前に取得したものについては旧定額法、平成 19 年 4 月 1 日

以降に取得したものについては定額法。 

 (2)引当金の計上基準 

  ・退職給付引当金  兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度規程により計算した

退職給付引当金を計上している。 

  ・賞与引当金    職員に対する賞与の支給に備えるため支給見込額のうち、当期に

帰属する額を計上している。 

 (3)消費税等の会計処理 

  ・消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

２ 重要な会計方針の変更 

  該当なし 

 

３ 法人で採用する退職給付制度 

(1) 社会福祉施設職員等退職手当共済制度 

   独立行政法人福祉医療機構の実施する社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入し

ている。 

(2) 民間退職共済制度 

  兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度に加入している。 

 

４ 拠点が作成する財務諸表等とサービス区分 

 当拠点の作成する財務諸表は以下のとおりになっている。 

 (1)拠点区分の財務諸表（第 1 号の 4 様式、第 2 号の 4 様式、第 3 号の 4 様式） 

(2)拠点区分におけるサービス区分の内容 

 ア 障害福祉サービス事業 施設入所支援「しそう自立の家」 

  イ 障害福祉サービス事業 生活介護「しそう自立の家」 

ウ 障害福祉サービス事業 短期入所「しそう自立の家」 

  エ 地域生活支援事業 日中一時支援「しそう自立の家」  

  オ 障害福祉サービス事業 共同生活援助「楽」（現在休止中） 

 

５ 基本財産の増減の内容及び金額 

 基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。 



（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 土地 0 31,658,374 0 31,658,374

 建物「しそう自立の家」（波賀町） 302,838,836 0 10,627,116 292,211,720

 建物「しそう自立の家」（山崎町） 0 947,125,393 51,713,496 895,411,897

合　計 302,838,836 978,783,767 62,340,612 1,219,281,991

土地「しそう自立の家」31,658,374 円および建物「しそう自立の家」（山崎町）895,411,897 円

は、今年度、法人本部のその他の固定資産から「しそう自立の家」の基本財産に振り替えた。 

 

６ 会計基準第３章第４（４）及び（６）の規定による基本金又は国庫補助金等特別積立金

の取崩し 

   該当なし 

 

７ 担保に供している資産 

 

 土地（基本財産） 31,658,374 円 

 建物（基本財産） 895,411,897 円 

計 927,070,271 円 

 

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。 
 

 設備資金借入金 96,492,000 円 

計 96,492,000 円 

 

８ 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

 土地（基本財産） 31,658,374 0 31,658,374

 建物（基本財産） 1,658,743,248 471,119,631 1,187,623,617

 構築物 109,466,741 8,085,394 101,381,347

 機械及び装置 1,200,000 1,199,999 1

 車両運搬具 15,627,254 14,527,110 1,100,144

 器具及び備品 64,637,648 40,584,106 24,053,542

合　計 1,881,333,265 535,516,240 1,345,817,025
 



９ 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

該当なし 

 

 

 

１０ 満期保有目的債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

該当なし 

１１ 重要な後発事象 

 該当なし 

 

１２ その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産

の状態を明らかにするために必要な書類 

 該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



財務諸表に対する注記（トラファルガー・スクウェア 拠点区分） 

 

１ 重要な会計方針 

 (1)固定資産の減価償却の方法 

  ・平成 19 年 3 月 31 日以前に取得したものについては旧定額法、平成 19 年 4 月 1 日

以降に取得したものについては定額法。 

 (2)引当金の計上基準 

  ・退職給付引当金   兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度規程により計算し

た退職給付引当金を計上している。 

  ・賞与引当金       職員に対する賞与の支給に備えるため支給見込額のうち、当

期に帰属する額を計上している。 

 (3)消費税等の会計処理 

  ・消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

２ 重要な会計方針の変更 

  該当なし 

 

３ 法人で採用する退職給付制度 

(1) 社会福祉施設職員等退職手当共済制度 

   独立行政法人福祉医療機構の実施する社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入し

ている。 

(2) 民間退職共済制度 

  兵庫県民間社会福祉事業職員退職共済制度に加入している。 

 

４ 拠点が作成する財務諸表等とサービス区分 

 当拠点の作成する財務諸表は以下のとおりになっている。 

 (1)拠点区分の財務諸表（第 1 号の 4 様式、第 2 号の 4 様式、第 3 号の 4 様式） 

(2)拠点区分におけるサービス区分の内容 

 ア 小規模作業所「トラファルガー・スクウェア」 

 

５ 基本財産の増減の内容及び金額 

 該当なし 

  

６ 会計基準第３章第４（４）及び（６）の規定による基本金又は国庫補助金等特別積立金

の取崩し 

 該当なし 



 

７ 担保に供している資産 

 該当なし。 

 

８ 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

 器具及び備品 1,617,275 1,571,631 45,644

合　計 1,617,275 1,571,631 45,644
 

９ 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

該当なし 

 

１０ 満期保有目的債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

該当なし 

 

１１ 関連当事者との取引の内容 

該当なし 

 

１２ 重要な偶発債務       該当なし 

 

１４ 重要な後発事象       該当なし 

 

１５ その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産

の状態を明らかにするために必要な書類 

 該当なし 

 


